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平素より社会福祉法人一麦会（麦の郷）の運営・実践にご理解、ご協力頂き感謝申し上げます。

麦の郷ゆめ・やりたいこと実現センターは、学校卒業後の障害のある仲間たちにとってわくわくでき

る時間を保障することを目指しています。

みなさんは、勉強を強制されることの経験をもっていないでしょうか。しかも、その経験に「嫌悪感」

をもったことがありませんか？私は、その経験をしてきました。数学や理科は特にそうでした。高校を

卒業するまでの勉強は、私にとってまさに「嫌悪感」そのものでした。しかし、その私が、わくわく感

を感じた学びがあります。それは、高校時代に出会った社会問題研究会での部落問題や社会問題の仲間

たちとの学びです。さらに、それをより強いものにしたのが、大学に入学し障害者問題研究会というサー

クルに入部し、仲間との学びあいとの出会いでした。

それまでの「嫌悪感」が、「銀行型教育」であり、学びのわくわく感が「問題解決型教育」のなかで

生じていることに気づいたのは随分時間がたってからです。この「銀行型教育」や「問題解決型教育」

という言葉は、パウロ・フレイレという教育哲学者の言葉です。私が、社会問題研究会や障害者問題研

究会で出会った感覚は、まさに、私たちの前にある障害者問題をどう解決するか、その一員となる力を

どう獲得するかという学びあいは、それまでの知識を詰め込む「銀行型教育」では獲得できなかったウ

キウキ感だったのです。

パウロ・フレイレの「被抑圧者の教育学」の中心テーマは「人間化」にあります。麦の郷ゆめ・やり

たいこと実現センターで追求するのは、まさに、この人間化（抑圧する側の人間も、抑圧される側の人

間も、より人間らしくなること）の追求です。私たちは、往々にして、縦と横の評価のなかで、人間ら

しさを奪われつつあります。縦の評価は、学校時代に受ける成績によって表されるものが、その一つで

しょう。職場に入ってからは、「できない人」という評価として表されます。また、横の評価は、友達

同士の「あいつはできる、できない」というなかま同士の評価として現れます。そのなかで、「できない」

と評価された人は、まるで人格そのものが評価されたかのように生きる力そのものを喪ってしまいます。

社会福祉法人一麦会
　理事長　山本　耕平
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人の素晴らしさや可能性は、どれだけの知識を持っているのかではなく、人生とどれだけ意欲的に取

り組むことができるのかどうかが問われなければなりません。麦の郷ゆめ・やりたいこと実現センター

は、人生と意欲的に向き合うことを可能とし、力の獲得をめざしています。これは、エンパワメントの

力といえるでしょう。人が潜在的な力を発揮し、社会に参加する力を育てるとともに、社会を築き上げ

る取り組みのなかでエンパワメントが可能になります。誰もが素晴らしい力を持って生まれ、生涯にわ

たってその力を発揮し続けます。エンパワメントは、人が持っている潜在的な能力を引き出す実践のな

かでこそ可能になります。

その実践は、自分らしい生活を楽しみ「今、自分が必要とされている」という感覚を育てます。これ

は、自己肯定感と言われるものです。仲間たちが、夕刻の集いに生き生きと参加することができるのは、

夕刻の集いが、「今、自分が必要とされている」という感覚を育む場となっていると確信しています。

今、ゆめ・やりたいこと実現センターに集う仲間たちの心がウキウキする実践が永続的に保障される

のみならず、学校卒業後の育ちを保障する実践が全国的に展開され、多くの仲間たちの人生がより素晴

らしい人生となることが制度となることを希望します。パウロ・フレイレが「自分が歴史を動かしてい

ると考えたり、人間を支配できると考えたり、あるいは逆の意味で自分こそが抑圧されている人たちの

解放者になれる、と考えたりしないこと。歴史のうちにあることを感じ、コミットメントを持ち、人々

と共に闘う」ことが人が解放され人間らしくなる為に必要であると述べています。人が解放される為に

は、それが実感される場と関係が各地に育つことが必要ではないでしょうか。

ゆめ・やりたいこと実現センターの運営・実践にご協力頂きましたみなさまへの心からの感謝ととも

に、みなさまとともに彼や彼女たち、さらに自分自身の解放に取り組むことができるたくさんの場を創

り上げる運動をみなさまとともに行うことができる喜びをお伝えし、感謝の挨拶に代えさせて頂きます。
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今年度ゆめ・やりたいこと実現センターでは、「共に学び、生きる共生社会コンファレンス」を

2021 年 10 月 12 日と 2022 年 1月 30日に開催いたしました。

第 1回コンファレンスでは、和歌山県内で障害のある人の生涯学習や余暇活動に取り組んでいる事

業所や団体の中から 14カ所の皆さんに、日ごろの活動の様子や思いを報告していただきました。

和歌山県内には、まだまだ生涯学習や余暇活動に取り組んでおられる皆さんがおられますが、今回の

報告書では、10月 12 日に報告いただきました皆さんからの資料を掲載させていただきます。それぞ

れの活動の様子を通して、これから障害のある人の生涯学習に取り組まれる皆さんにも参考にしていた

だけたら幸いです。

10/12（火）コンファレンス参加者

参加者属性 人数（名）

行政関係者（教育委員会） 13

行政関係者（首長部局） 8

学校教育関係者（大学等関係者を除く） 6

大学等関係者 3

公民館等社会教育施設関係者 10

社会福祉法人関係者 19

ＮＰＯ法人関係者 7

企業関係者（商工会等含む） 2

保護者団体関係者（親の会・手をつなぐ育成会等含む） 1

その他一般参加者 7

運営事務局関係者 4

合計 80
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文部科学省「共に学び、生きる共生社会コンファレンス」近畿 Aブロック第 1回

「学び合うそして創り合うコンファレンス」まとめ
和歌山大学教授　山﨑　由可里さん

和歌山大学の山﨑と申します。大変貴重な報告をありがとうございました。和歌山県下のみなさんの

交流になり、リモートでいろいろな立場の方 ( 行政・事業所・当事者 ) が全国から参加され、知ってい

ただくことができ交流できたことに意味があったと思います。

和歌山大学に勤め21年になります。大学院生の時に、たまたま「みんなのねがい」という雑誌の特集で、

すばらしき仲間たちの座談会を見かけました。名古屋では、市が主催している講座には補助金が出てい

て当たり前だと思っていましたが、和歌山は自主的に（補助金はなく）行っていました。和歌山市の青

年学級すばらしき仲間たちは前川先生（元伏虎中学校特殊学級担任）と卒業した生徒さんたちが「もっ

と学びたい」ということで 1970 年代末に活動を始められたという記事を見て、和歌山大学に就職した

いと思いました。

すばらしき仲間たちを作った当時、前川先生たちは教育委員会に「青年学級の援助してほしい」と働

き掛けをしましたが、相手にされず悔しい思いをされたそうです。そのため、手弁当で活動をはじめ、

とても苦労されたと聞きました。最初は少数だったのが、30～ 40 名に増えていったようです。もし

前川先生がご健在で、文部科学省がこの事業を始めたと知ったら、涙を流して喜ぶのではないかと思い

ます。

現在、小さな願いがどんどん広がり、ゆめ・やりたいこと実現センターと紀の川市が一緒に協力して

行っていること、行政と一緒に活動をしていることは他県では普通かもしれませんが、素晴らしいです。

まず、14団体の報告を聞き、和歌山での特色は、学びの場は、福祉の場での活動が多いと感じまし

た。福祉の場が働く場であり、自己実現、リクリエーションの場でもあったのです。和歌山でも古くか

ら福祉の場で生涯学習がされていたことを感じます。一方で、田辺や新宮でも青年学級のような活動が

行われていますが、学校から発信していて、支援学校の先生が退職後も、卒業した生徒との関わりを持っ

ていて、手作りで作っています。ゆめ・やりたいこと実現センターもたくさんの方が参加されています

が、青年学級にもニーズがあります。行政とタイアップしながら、していくことも大切ではないかと改

めて考えさせられました。社会教育法のなかでは、生涯学習は、学校教育と社会教育も併せて、生涯に

渡る学びを保障するもの。行政の環境整備、自主的な地域での学びを支えるということころを和歌山県

で行っていく事が必要ではないかと思います。福祉でのつながりは多いものの、障害のある人の生涯学

習は、まだまだ当事者側から発信していかなくてはいけない状況ではないかと感じます。

そして、どの活動にも共通していたのは、「ほっとする場」「素の自分でいられる」「楽しみ・生きが

い」「あそこに行ったらみんなに会える」「話を聞いてもらえる居場所になっている」「自己実現」「自分

のやりたいことを見つけていく」そんな活動を深めていくと、どの人もフラットな関係でいられていま
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す。この場でも、当事者の人から発言をしてもらえたら、声をあげていただけたらもっとよかったので

はないでしょうか。

もともと、当時の松野文科大臣が、障害者権利条約の批准を受け「特別支援教育の生涯学習化」を進

めていくことになりましたが、松野さんの挨拶のなかで、「重度の当事者の保護者から、学校を卒業し

たら、学校みたいな場が終わる、友達との交流の場がなくなると不安がられていた思いを重く受け止め

た」と語られています。これが、文部科学省に障害者学習支援推進室ができたきっかけになりました。「特

別支援教育の生涯学習化」とは何でしょうか。私は、１）卒業した後、学校という場を離れても、職場

や地域に自己実現をできる場所が継続した学びの場がある。２）生涯学習という観点から、学校教育を

見直す。の2点を考えなくてはいけないのではないかと思います。このコンファレンスのグループワー

クでは、シャイン、フォレスクールからの発表で、自立訓練事業、生活介護事業を活用したプログラム

において、自己理解、コミュニケーションスキルを学ぶことを重視していること、人間力を培う活動を

していると報告がありました。今、大半の知的障害のある人は、18歳で学校という場での学びの場が

終わってしまっていますが、もし延長されて 20～ 22 歳まで学校での学びが続くと、学校教育の見直

しが図られることになります。卒業後、学びの作業所が全国に増えています。学びのニーズがある。大

学生も 4年間の学生生活の間に精神的な育ちがある。障害のある人も、青年期の大事な時期に学校と

いう場で学びを保障されることが必要ではないでしょうか。現実には、自立訓練事業等の福祉の場が学

びの場になっている。障害のある人にとって高等部卒業以降の進学という選択肢がほとんど無い学校教

育自体をもっと見直さなければならないのではないか、と考えます。障害のある人の進学する環境を整

えなくてはいけないのではないでしょうか。生涯教育はもともと学校教育と社会教育の両方に関わると

ころなので、文科省のほうも、なにかチェンジが必要なのではないかと思います。

また、学びの場に参加したいけど移動が困難な人や、一人では参加できない人もいます。関東には、

訪問教育のNPO団体があります。今は遠隔でネットを通して結びつきができるようになりました。障

害の重い人も軽い人も意思表示ができる人もできない人も、どの人にも学びの権利はあるのです。この

ことをふまえ、多様な形態での学びの場・居場所づくりを創造していくことが求められると思います。

全国のモデル事業での経験や教訓を生かしていけば、もっと道が開けていくのではないでしょうか。

学びを届けるような訪問教育や家庭を結びつける取組が一つの方策だと思いました。

北海道から沖縄までの参加する人がいて、とても勇気をもらいました。関心の高さや全国で同じ気持

ちを持つ人がたくさんいることがわかりました。充実した時間を過ごすことができました。ありがとう

ございました。
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〒649-6513　和歌山県紀の川市粉河 853-3
TEL/FAX　0736-60-8233
Mail yumeyaritaikoto.center@gmail.com
http://yume-yaritaikoto.jpn.org/
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